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図１．キンメダイ科５穂の外部形態
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図１．キソメニヅイ科う糠の桃部Ⅲ形態
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伊豆諸島産キンメダイの生態について

倉田洋二・坪川慎

-乃

１はしがき

キンメダイ一本釣漁業は相模湾一帯で古くから操業され，千葉・東京・神奈川・静岡の各都

県の底魚一本釣業者にとって重要な漁業である。

近年，漁業が伊豆諸島海域にも開拓され，その資源の動向は１都５県の注目の的となってい

る。１９５９年，神奈川県水産試験場の提唱により，キンメダイ標識放流を主とした１都２県

の連絡協議会が組織され，現在に至っている。

ここでは，東京都の担当した伊豆諸島海域のキンメダイの漁業生物学的諸調査の一部につい

て取りまとめ報告する。

本調査については，東京水産大学久保伊津男教授，吉原友吉教授，高木和徳助教授並びに東

海区水産研究所阿部宗明技官に種々の御指導を受けた。また，東京都水産試験場今井丈夫，三

村哲夫，広瀬泉各技師の協力を受けた。以上の諸氏に厚く御礼申し上げる。

なお，本調査費の一部は文部省科学研究費によることを付記する。

酔

２キンメダイ科魚類の形態と分布

キンメダイ科ＢｅγｙｃＭａｅは１科２属に分かれ，キンメダイ属Ｂ２γｙ妬とキンメダマン属

丁γｑＭｚｃﾉﾚｵﾉｂｏｄｅＪからなる。キンメダイ属は従来，キンメダイＢｅγｙ必sipZe几cze几ｓ

ＬｏｗｅとナンヨウキンメＢ・ｃＺｅｃａｃＺａｃｆｙＺｕ，Ｏｕｖｉｅｒの２種が知られていたが，１９５９

３）
年，阿部宗明博士は相模湾から得られた－新種にフウセンキンメＢ、ｍ･〃ｚＪＡｂｅと名付け

て，キンメダイ属は５種を数えるに至った。キンメダマン属はキンメダマンＴγαcんzcMlodc‘

Zinc＠ｔ“（Ｏｕｖｉｅｒ）１種であって，これら４種の形態と分布は次のとおりである。

キンメダイ科Ｂ９７ｙｃＭａｅ

ｌ）キンメダイ属Ｂ２γｙｍ

（１）キンメダイＢ２γｙｍｓＰＪｅ７ｚ`Z‘几ＪＬｏｗｅ

眼が大きく，その黄金色の眼と朱色の体色は美しい，脊びれは１基で前後に短かく

Ⅳ，１５～１５，醤ぴれは前後に長くⅣ，２６～２９，腹ぴれは１，９，胸びれは1７

■

－１



～１８，１縦列の鱗数は６９～７４〆全長６０ｃｍに達する。眼前ii71iは同属の３種中最

ｒＭ、さく外後方に向く（図１のＡ､Ｂ〉・

茨城以南の本州太平洋側の深海と大西洋のマデイラ仲，メキシコ湾等から知られて

いる。伊豆諸島では大島～鳥島に分布，大島でキンメまたは同属の他種と区別するた

めにマ（真〉キンと呼ぶ。

（２）ナンヨウキンメＢ‘γｙ”ｄ８ｃＭＱｃｆｙ“３０ｕｖｉｅｒ

キンメダイに似るが体高が高く体色は燈色が強い，背びれはⅣ，１６～２０，臂び

れはⅢ～Ⅳ，２７～５０，腹びれは１，９～１０，胸びれは１６～１８，１縦列の鱗

数は６０～６５，眼前鰊は同属の５種中最も強大で外陵方に向い二叉する場合もある。

全長５０cmに達する（図１の０．，）。

房総半島以南の駿河湾，土佐沖，マデイラ，ポルトガル，キューバ等から知られて

いる，伊豆諸島では大島近海忙の承分布，大島ではイタ（板）キンと呼ぶ。

（３）フウセンキンメＢ‘γｙ工ｗｏＪＺｍＡｂｅ

キンメダイに酷似するが，体色はキンメダイよりやや，淡紅色，背びれはⅣ，１２，

臂びれはⅣ，２８，腹びれ１，１０，胸びれは１６，全長５０cmに達する。眼前７i7iiは

キンメダイより強く外後方に向く（図１のＢ、Ｆ）。

相模湾～大島南部ﾌk域に分布，大島岡田でカゲキヨと呼ぶ。

２）キンメダマン属Ｔγαｃ/Ｍｃ/Ｍ〃Ｍ”

（１）キンメダマンＴｒａｃ川肌オルｏｄｅ，〃几ｃａｔｚＬｓ（Ｏｕｖｉｅｒ）

キンメダイに似るが，体色は濃紅色で全長２７cmに達する。従来，高知沖，八丈島，

オーストラリア西南端から知られていたが，伊豆諸島のベヨネーズからも採集された。

稀種。

＆

９

■

ｓ伊豆諸島漁場概観

相模湾につづく伊豆諸島海域のキンメダイ漁場を図２に示した。各漁場別に述べれば次のと

おりである。

１）大島北部漁場

相模湾の湾口に位置し主として乳ケ崎沖と岡田前が主漁場である。大島岡田漁業協同

組合所属船および神奈川，静岡両県船が操業している。魚体は大きく，相模湾のキンメ

資源と同一とみなされている（図２のＡ）。

－２－



２）大島南部漁場

大島の波浮港沖合一帯と大室出しの北部で，主として大島波浮港，差木地両漁業協同

組合所属船が操業し，他巖県船の操業は少ない。魚体は'j､さく，大島北部のキンメダイ資

源に加わるものとみなされている（図２のＢ）。

3）ウドマ合せ漁場

利島の北に位置し，主として静岡県の所属船が操業している。魚体は普通である（図

２のＯ）。

４）ヒョウタン瀬Ｓ礁

新島の黒根港のＷ/８２５７km，静岡県水産試験場指導船天城丸が１９６２年に開拓

した。静岡県の所属船が操業している。礁上は水深５６８ｍで，魚体は大きい（図2のＤ)。

５）イナンバNIB樵

イナンバのＮＥ１２ｋｍに位置し，１９６０年，愛媛県船が開拓したといわれる。６２

年，天城丸は県下の船を先導して集団操業し，夜間操業を謁始した。－名天城丸礁とも

いう。静岡・神奈)|｜・東京の各船が操業している。魚体は当初，１１t9以上あったが，近

年，小型化しつふある（図２のＥ）。

印拓南山礁

八丈島のＮＥ４３ｋｍ，新黒獺との中間に位置する。大分県船が発見したというが，東

京都の漁船が操業している。魚体は大きいが，まとまった水揚げはない（図２のＦ）び

７）青ヶ島Ｗ礁

青ヶ島のＷ４５ｋｍに位置し，礁上は水深４１２ＭＨ（岩），主として愛媛・大分県船

が操業し,一時,東京都八丈島船が操業したことがある。近年，神奈川県船が進出してい

る。この樵における魚体は大きい（図２のＧ）。

８）その他

スミスのＷ，鳥島のＷ，紀南礁にも漁場があるというが明らかではない。

曰
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４キンメダイ科魚類の水塲量

伊豆諸島海域で漁獲されるキンメダイ科魚類は，北部海域では大鳥岡田，波浮港両漁業協同

組合所属の市場に水揚げされる。岡田市場では地元船だけであるが，波浮港市場では他県船の

水揚げもある。大島以南のウドマ合せ，ヒョウタン瀬Ｓ礁では静岡県船が操業し，漁獲物はほ

とんど静岡県下に水揚げされる。ここでは大島海域の水揚量と，近年，特に多量に漁獲されて

いるイナンパＮＥ礁の水揚量について述べる。

、北部海域の水揚量

（１）月別水揚量の変化

ａ岡田市場の水揚量

キンメダイ，ナンヨウキンメ，フウセンキンメ５種の水揚量（図５～Ａ，１９５７

年～６６年，１０ケ年間平均）はともにピークが冬季にある。なお，キンメダイ科

５種の水揚量の比率（'５７～６６年，１０ケ年間平均）はキンメダイ７７，％，ナ

ンヨウキンメ１２５％，フウセンキンメ５．５％である（表１）。

ｂ波浮港市場の水揚量

キンメダイ，ナンヨウキンメは区別されて取り引きされるが，フウセンキンメは

区別されるほど水揚げされない。ここでは，キンメダイの水揚量の月別変化（1955

～８６年，１２ケ年間平均）について述べる（図５～Ｂ）。

水揚げ量のピークは冬季と夏季にあるが，大島海域分の水揚げだけでふるとピー

クは冬季となる。夏季のピークはイナンパＮＥ礁漁獲物の水揚げによるものである。

この傾向は１９６５年より始まった（表２）。
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２８
単位漁獲蕾量の年変動

大鳥岡田漁業協同組合所属船が大２４

島北部水域で操業し，岡田市場に水

揚げしたキンメダイ科５種の単位漁２０

獲量の年変動（表５，図５）をふる１６

と，キンメダイは年変動が激しく，

１９６１年が２Z2lc9，’６５年が’２

２６．Ｍ,と大きく，最低では'５８年８

の11.8109である。三崎と岡田の単

位漁獲量の年平均を比べると，三崎４
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表３大鳥岡田漁協所属船の単位当平均漁獲量の変動
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Pl4
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【
】

ご
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□ 、
Ｌ」□ ロ

】

、
ｌ
］

8．４１５０４６四

８１１５．０’８４０ ９２０１１９１４．８］１６。０１≦QＣ

託０：総水場景，Ｎ：延出漁隻数，Ｏ/Ｎ：単位当平均水揚量

2）南部水域の水揚量

（１）静岡県下の水揚量

伊豆諸島南部水域の主漁場（イナンパＮＢ礁，青ヶ島Ｗ礁等）は主として他県船の

操業によって，イナンパＮＥ礁は夏季夜間一本釣漁.業，それ以南では周年にわたって

昼夜立繩式延繩で操業され，静岡，神

奈川県下に水揚げされる。これを静岡（t）

県傑けでふると,１，６，年以前で，｡・
は１００ｔ前後であったが，６２年

イナンバＮＢ樵か発見されてから水揚

げは増大し，６２年６００ｔ，６５年５００

には１０００ｔを越すに至った(図６）。

６１年以前の水揚量は主として相模湾

の小釣船によるもので６２年以降は，

齢
ｎ
Ｊ

一一・一一一一一一一

囲

け

１９６０１９６５（年）
静岡，神奈川，愛媛ｒ大分の各県大型

船が伊豆諸島南部水域で漁獲したあの
図６静岡県下の水揚量

である。相模湾の水揚量を平均１００

－１０－



ｔ前後とすれば，６２年５００ｔ，６５年５５０ｔ，６４年８００ｔ，６５年９００ｔ，

６６年８９０ｔが伊豆諸島南部水域で漁獲されたことになる。

(2)１９６６年の静岡，神奈川県下の水揚量

南部水i或のキンメダイは主として，静岡県下田，稲取，神奈川県三崎に水揚げされる。

水揚量は下田９５ｔ，稲取４２１ｔ合計５１１ｔ，漁期は周年にわたるが，一航海平均

水揚量は，夏季に多く秋冬季は少なく平均4Ｂｔである（表４－Ａ）。三崎の水揚量は

５００ｔ，漁期は夏季で一隻平均水場景は１１ｔである（表４－Ｂ）。合わせて総水揚

量は１，０１２ｔとなる。また，６５年の下田，稲取，三崎の水場景は下田，稲取が５２３

ｔ，三崎か５００ｔ，合わせて１，０２５ｔであった｡

"

仏

表４南部水域の水揚量

Ａ下田・稲取港水揚量

,

８９，

□
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崎港水揚量Ｂ

一隻平均水揚量
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水場量
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２４２２７５

９５，５１０

１００，１０２
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数

列

－１１
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月 下田木場量 稲取水揚量 合計
水揚

回数
航海数

￣ 航海
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■

Ｓ キンメダイの生態

1）漁場別叉長組成

伊豆諸島海域を大島北部（乳ケ崎沖），大島南部（波浮港沖，大室出し周辺），ウド

マ合せ,ﾋｮｳﾀﾝ瀬S鴫ｲﾅﾝﾊﾞNE樵および青ヶ島W礁と分けて叉長組溌簔ｌｍｂ１１）
漁場別に考察を加えると次のとおりである。

大島北部,叉長範囲は27~４５ｃｍ,平均叉長35,cmでろ～8年魚》主群は4年慧挙
で占められている（図７のＡ）。

大島南部，叉長範囲は１５～５７cm，平均叉長２５５cm，２５５cmで1.5～５年魚，

主群は２５年魚で占められ，大島北部に比べて魚体は小型である（図７のＢ・Ｏ）。

ウト゛マ合せ，叉長範囲は１７～４７cm，平均叉長２８．２～５７(６cmで，１．５年～５年

魚の苔中年魚と６年魚以上の高年魚が混在し，巾広い年令組成を示す。主群は５年魚で

占められている（図７のＤ）。

ヒョウタン瀬Ｓ礁，叉長範囲は２５～４４cm，平均叉長５０．８cmで，２．５～６年魚以

上と巾広〈，かつ，分散している。主群は５年魚および５年魚に分けられる（図7のＥル

イナンパＮＥ礁１９６２年夏季では叉長範囲５０～４９cm，平均叉長５７L４cmで，

すべて５．５年魚以上で，主群は４５年魚と７年魚以上で占められている。６５年夏季で

は叉長範囲２４～４７cm，平均叉長５１．８cmで，主群は5.5年魚となり，６，年魚以上の

高年魚は著しく減少した。’６６年夏季では叉長範囲２５～４５cm，平均叉長５１．１ｃｍで，

主群は5.5年魚で占められている（図７のＦ）。魚体小型化の傾向がみられる。

青ヶ島Ｗ礁，６６年冬季の叉長範囲は５４～４６cm，平均叉長５’９cmで，４５～

１２．１５年魚で占められ，主群は７～８年魚である。８７年夏季には叉長範囲５０～

５０cm，平均叉長５２１ｃｍで，主群は６年魚１５年魚の老年魚が出現している（図７の

Ｇ）。

以上を総括すると，伊豆諸島海域の南北に点在する主要キンメダイ漁場における魚体

組成は漁場毎に異なり，大島北部では４年の中年魚，大島南部では２．５年の若年魚，ウ

ドマ合せでは主群は５年の中年魚が多く，１．５年の若年魚も１１月にはみられる。イナ

ンパＮＥ礁では１６２年には4.5年および７年以上の中・高年魚，’６５～'６６年には5.5

【．

※東京都水試７８２尾神奈)Ⅱ県水試１００尾静岡県水試１，１６１尾

※※久保伊津男教授の耳石年今査定結果（以下年令は同結果による）
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年の中年魚，青ヶ島Ｗ樵では６～１５年魚と高・老年魚が多い。

一方，相模湾内では，２年または５年魚を主体とした漁場が各所に点在する。

このように，各漁場における魚体がほ堂固定化されていることはキンメダイが移動,性

に乏しい底魚と考えてよいであろう。

なお，相模湾と伊豆諸島のキンメダイの交流は房総沖の布良瀬から新島近海のウドマ

合せに南下移動した１尾や，初島沖の放流個体が南下して，稲取沖で再捕された２尾か

ら考えて，相模湾と伊豆諸島北部水域のキンメダイは一部交流のあることが推定される。

なお大鳥南部で放流した尾数が少なく，再捕例もないので明らかではないが，ウドマ合

せ漁場で釣獲される中年魚や大島北部における高年魚等は大島南部水域からの移動と考

えることもできる。イナンパＮＥ礁および青ヶ島Ｗ礁では漁場の開拓が新しく，また，

礁性が孤立しているためか，そのキンメダイの主群は相模湾や伊豆諸島北部水域との交

流はあまり考えられない。この推定の根拠はイナンパＮＥ礁のキンメダイが漁場開拓の

当初から年を追って，魚体小型化の傾向がみられることから容易に想像されることであ

痔

LＪ

梶
刈る｡

｣JLT;r義一
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Ａ大島北部
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1０

1
１
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己

産卵期

１９６１～１６５年に主として大島近海のキンメダイを用いて，毎月１回づつ魚体測定

を行ない，９３別に生殖腺重量および卵径を測定し，その季節的変化を調べた。また，

Ｚ５，３６年の産卵期には人工受精とあわせて天然卵の採集を試みた。

ＭＬへ住…－－両…癒口へ…拳←し（ＫＧ）

２）

以上の結果から産卵期，卵の形態およ…
１７

び発生経過等が明ら力､になった．
１６

(1)生殖腺熱度係数（ＫＧ）の季節的推移１５

延21回の周年にわたるKG礫×!』
１３

１０４）について，旱６月|]にその平均
１２

値の推移をみると（図８），１～２月，1

は旱８ともにＫＧは４以下で小さいが，１０

５月から次第に高くなり，７月には旱９
８

は１５，８(よ８の値となる。８～９月７
は引き続き９８ともに７以上と高いが，６

８月には８では４以下のものが現われ，５
４

９～１０月には旱８ともに４以下とな３
m１～１２月に続く，したがって，２

ＫＧが最大を示す時期の７～９月が産１
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■

は増大し４００αとなり熟する。最大卵径は１０月の７８０αで，１２月には１２０

～５５０αと減少する。この傾向はＫＧとよく一致しており，卵径からみた産卵期は

７～１０月と云える。また，夏季に完熟卵をもつ個体は叉長５５．９cmの５年魚以上で

あった。

(3)人工受精と卵発生経過

イナンパＮＥ礁において乾導法により人工受精を２回試ふた結果，１回目は採卵，

受精できたが，２回目は受精卵を得ることができなかった。

採卵結果は次のとおりである。

1勺

｡

芸菫f;÷ﾄｰ篝窯忘|遥竺１世趣|需需馬-F一山』旱１５尾，約Ｍ,

８１９尾〃

５００粒１

５

約５００粒｜大型魚で採卵６６．２４１旱７尾 １

８２０尾 ０

受精卵は海水でよく洗牒し，１００７７Z′広口瓶５個に移し，船上に放置して運搬し

た。試験船は操業上の都合で三宅島に漂泊したために，低水温で卵の発生を抑え，夜

間大島に入港した。この間，充分な観察と水替えができなかったので，多くの轄死卵

を出した。実験室において，正常に発生中と推定，分離できた卵は４５粒である。

a）卵の形態

完熟卵は球形，分離，浮'注で，卵径は１．４２～1.851,1,,平均１．５７i､､（５個測

定），卵膜には特殊な構造はみられず，卵膜腔は広い。卵黄は淡黄色）卵黄表面に

アジ科魚類卵にみられる不規則な胞状亀裂（径２５０α前後）がある。油球は１個

鮮燈色で径０２５４～０．２７３１mm，平均０．２６１１１Wｿzである。

b）発生経過

受精卵は海水に浮き，受精５８時間後に実験室に持ち帰った。がこの間に蜷死卵

はすべて沈下した。実験室で浮勝卵を撰別して得た４５粒を５をパットで飼育した。

飼育水は毎日１度全量を換水した。

受精後４６時間で眼球が形成され，Ｋｕｐｆｆｅｒ氏胞が現われ，筋節数は１２を

数えられた。同２２時間で心臓と胚体の動きがみられ，同８８時間で孵化した（表

角
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５）。

表５人工受精,経過

ゴスｎＨ【
】

[」」

ゴ１日 「
ｌ
】

し。、
L」

n月２日

J・ＵＵ

圧体筋節数６
OＬ

r1

L-」ＪＵ

〕ＩＴｅｒＬ」

、００（４６．２Ｕ

］月５日
３．７〃ｌ坏城尾部｛印

６Ｕ・ＺＵ

11F'目 呈誓Bl/と黒伝

打挾卜に黒伝`胴２ｲ固出類６４．２Ｕ］０

杯IzK照
ＪＯ

`７〃|董鴎蛎潔蟇を一周,肛門及び尾部‘
ゴ４日

３２．２０

壷Ⅱ句|封塊，叩 dｏ8.0′′ｌ賑
８６．２［

‘
８８．２Ｃ００

孵化直後の稚魚は全長２１１１W､（１尾測定），卵黄は楕円球形で，長径０．８７１１W､，卵

黄表面の不規則な胞状亀裂は残り，油球１個，径０．２５４１m〃，肛門は体の中央部より

やや前方にある。体の周縁部に摸鰭があり，胸，腹両鰭は形成されていない。数え得

る体側筋肉節数は２２（成魚の脊椎骨数２４），色素は単純で，黒色胞が吻端，眼球

後部，肛門の上部および尾部にみられる。孵化直後轄死。

c）孵化日数の考察

イナンパＮＨ礁上における５００ｍ以浅の僅か６回の卵採集およびその他の伊豆諾

－１８－

｜採卵後経過時間 ｜飼育水温Ｉ卵発 生 経過’

'－，46ロ（…、１１Ｍ"|孵化 －－」

,

６５年９月５０日
２１．４０ （０）

船上２２１℃ 受精，卵は水面に浮溌

１０月１日
ス５０ （９L５０）

２０．０〃 沈下卵多し

ﾉﾉ

１１．２５ （１５４５）

１０月２日
１０００ （５６．２０）

〃

１５．００ （４１．２０）

１２５′′

１ ２７′′

１８． フ〃

〃

受精卵４５粒ビーカーに移す

胚体筋節数６

ﾉﾉ

１ス００ （４５．２０）
１質０〃 〃 ，眼胞出現

〃

２０００ （４６．２０）
１８５〃 眼球形成，Ｋｕ ｐ ｆｆｅｒ氏胞出現

１０月５日
１０．００ （６０２０）

１８．７〃 胚体尾部伸長，卵黄の約５／１４に達する

ﾊﾞﾉ

１４．００ （６４．２０）
肛門上辺及び尾部に黒色胞出現，油球淡橿
色となり 〕 油球上に黒色胞２個出現。

〃

２２．００ （７２．２０）
１６．９′′ 心臓動き，胚体時々動く。

１０月４日
３．００ （８２２０）

１６．７〃
胚体は伸長し卵黄を一周，肛門及び尾部の
黒色胴肉眼で明瞭

〃

１２．００ （８６．２０）
１８．０ノノ

孵化直前卵黄は吸収ざれ小さく ， 吻端及び

眼球直後に黒色胸出現，肛門，尾部の黒色
胸増加



島海域における１５０ｍ以浅の垂直曵ぎと表層曳ぎでは後述のようにキンメダイ卵

は採集されない。天然におけるキンメダイ卵の分布水層は成魚と同一水層（５００

～４００ｍ）と想像される．とすれば，天然における卵の分布層の水温は６～１０

℃である｡筆者等(４ｑ,)や大西(４ｑ,～,OEI)の洲た人工受精の結果,受
４）

精後，孵化までに要する日数は１９℃で5.7日，２２～２５℃で２～５日であった。

これらのことから天然の海域におけるキンメダイ卵の受精から孵化までに要する日

数は約７～１０日と考えられる。

（４）天然卵，稚仔の採集

第１回人工受精後（６５年１０月１日，０５時０７分），礁上において，⑤Ｂネッ

ト（口径４５cm）による０～２００，，０～５００ｍの垂直曳さおよび⑯Ａネット

（口径１５０ｃｍ）による表層水平曵き（１０分）を実施し，第２回人工受精後（'６６

年９月５日，０６時0.0分）も礁上において，同様に両ネットを用いて，０～１００

，，０～２００７７２，０～５００７７zと５回にわたり垂直曳きを実施したが，いずれもキ

ンメダイの卵および稚仔は採集されなかった。
５）

その他，伊豆諸島海域の２７測点で延２８１側点（'６５年７月～６７年５月）にお

いて，周年，鰯Ａおよび⑬Ｂネットによりキンメダイ卵稚仔の採集に努めたが発見さ

れなかった。

このことは，分布する卵，稚仔の絶対量が少ないこと，分布域が深層であるとと等

が主な原因と考えられる。従って，５００ｍ以深にネットを入れる等，従来の採集方

法を改めなければならない。

（５）産卵期の水温

ＫＧおよび卵径の季節的変化，人工受精等から考えられる産卵期のキンメダイ棲息

層の水温範囲は２００７７zで１２８７～１４０６℃，５００７７zでＺ８１～２７５℃，４００

ｍで６．５８～Ｚ８５℃であった（図１２）〔’

5）食性

底魚類は釣獲して水面に引き揚げると，冑が反転して，胃内容物を吐出してしまい，

空胄のことが多いが，キンメダイは胃を反転するととばない。したがって，冑内容物を

調査することができる。各個体毎の胃内容物を摘出して，出現した種類を月別に計数し

て，各水域毎に取りまとめた（表６）。

餌料生物の種類別，水域別の出現率（％）は各水域ともにほぼ同一傾向を示すが，伊

分

、

③
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豆諸島北部と南部とでは多少の差がふられる。これらを種類別に述べると次のとおりで

ある。

魚類，各水域とも，最も多く出現し４８．２％に達する。北部および南部のイナンパ

ＮＥ礁では５０～４８％を占めるが，青ヶ島Ｗ樵では７，５％と多い。魚体部分では脊

堆骨および眼球が１４～１７％を占めて最も多い。魚種の明らかなものはホテイエソ類

〃‘Ｚａ７ｚｏｓｆｏｍａＺＭａｅ，ハダカイワシ類胚ルォＣＰ／ＭｃＺａｅ，シギウナギノＶｅｍｃ－

ノ“んｙＳｓＣＯＪＯＰａｃｅｎＬＪ､，クロトカゲギスＨＳｆγＯ〃ｅＪＭｅＪ、cya7LCumS､，ホウ

ライエソｃ〃α泌皿oCz山,“Ｃａ几ｚ等である。魚種不明なもの，魚肉，魚鱗，眼球，

耳石，脊椎骨等いずれも小型の２～５cm前後の魚類で，鱗および耳石の形態から，主と

してハダカイワン類，エソ類と推定される。

エビ類，出現率は１５．５％である。水域別にふると大島南部，イナンパＮＢ礁が１５

％前後で最も多く，大島北部，青ヶ島Ｗ礁が少ない。いずれも深海性のチヒロエピ類

（スベスベチヒロエビcc汎冗αｄα‘ＰαγzLzLs，ソコチヒロエピＢ‘〃世〃‘“ｃｙｍｕｓ

ａ“ｕｓ，ヒカリチヒロエピルＺ駁ｆａｅ迦，〃Ｚ７ＺＺｊｊ等），サクラエピＳｃγ“,ｵ“

ｚｕｃｅ１ｚＪ，不明エビ類およびその消化物等である。

イカ類，出現率は１４％と多く，大島北部水域に最も多く，南部水域に行くにつれて

少なくなる。魚体部分では眼球および鏡（カラスロ）が最も多く，肉質部は少ない。出

現種はいずれも'j､型で，ホタルイカ〃ｚｆａｓ２７ＬｚａｓｃｍｔＭＪａ〃，が主であると推

定される。

大型プランクトン,オキアミ類Ｅゆんα醜…α,等脚類凸oPoczc,端脚類amp/bdPodqその他の

２５．５％と魚類に次いで多い。その他ではイセエピ・フイロゾーマ，頭足類稚仔，榛脚

類ＣｏｐｅＰＯｃＺｑ，ヒカリホヤＰｙ７Ｏ皿加αα〃α几況。Ｕｍｑｆ北冗ｔｚＣＬｍ，ウキピ

ンガイＥｕｃＺＺｏｐｙγαｍＭａｆｑ等が各１個体，管クラゲＳｉＰんｏ７Ｌｏ１Ｍｏγα‘は７５

個体が青ヶ島ｗ樵に出現した。

その他，ジヨロモフｃｙ，Zop/ｂｙ〃ｕｍｓｚ,ｙ加ｈｚｏＭａＪ､の気胞１個，藁，竹

類の繊維等が各１個，釣獲に用いたスルメイカおよびサンマ肉片等である。

１

尋
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胃内容物の組成（出現数の百分率）表６
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４）移動

１９６０年に大島北部の乳ケ崎沖で９０尾，大島南部の波浮港沖および大室出し`で２５

尾倣わせて,１５尾を標識放流したが,現在まで再捕例はｗbな震?〕このことは資

源的問題が２～ろ考えられるが，大島北部および南部のキンメダイ漁場では，年間を通

じて操業漁船が主として少数の東京都地元船に|湿られ，年間の延操業日数は極めて少な

く，再捕の機会に乏しいことが最大の原因であると考えられる。したがって，この海域

での標識放流はよほどの大量を実施しないと，相模湾内におけるような再捕率４８６％

という数字は望めないであろう。

なお,神奈川県水産試験場が従来実施してきた相模湾内の標識放亮)柵１畳補は放流
地点および同一海域で，短距離の移動に過ぎなかったが，８５年５月５１日に相模湾の

布良瀬漁場で放流した１尾が６５年５月２５日ウト゛マ合せ漁場（利島ＮＷ／Ｎ，貝５km）

で再捕された。直線距離は４８kmで今までの移動距離では最大である。

このような例からゑて，相模湾と伊豆諸島海域の一部とにキンメダイの交流が推定ざ

オしるほか，伊豆諸島海域のキンメダイにもかなり移動する群があるものと考えられるが，

先に述べたイナンパＮＢ樵におけるキンメダイ魚体組成の年毎の小型化傾向からゑて，

移動はそれほど多くないのかもしれない､

↓

§

ｓ漁場環境

１）水揚量と水温との関係

大島岡田市場の各年総水揚量と大島の各年平均水温を対比すると，見かけ上，負の相

関〃係がふられる（図１０），これについては資料整理のうえ，別途検討したいがおお

むねの傾向として，平均水温（１９４９～６７年，１９年間）より低い年には水揚量は

多く，高い年には水揚量は減少する。なお，水揚量の多い１９５２年，５６，６５年は

冬季間の水温が著しく低く，伊豆諸島では，いずれも磯魚類の蕊死浮標がみられた年で，

特に，’６５年は著しかった。

⑳

※東京都水産試験場のほかに，静岡県水産試験場伊東分場は１９６０～６５年までに５回，

廷２０５尾（１回，２５～８０尾）を相模湾の伊豆半島側で放流，再捕は皆無。また，伊

豆諸島海域のウドマ合せで６５年に７５尾を放流したが再捕は皆無。
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２）漁場水温の変動

キンメダイは従来の釣獲深度から周

年５００～５００ｍの深層に棲息し，

夜間は５０～１００ｍ層まで浮上する

という。伊豆諸島海域のイナンパＮＥ

礁以化における各層別目別平均水温の

推移（図１１．１２）は年間を通じて，

５００７７z層では８～１２℃，４００，

層で６～１０℃，５００～６００，層

では５～６℃（観測値のみ）で水温差
５）

は少ない。また，青ヶ島Ｗ礁付近では

水温は高く，３００，層で１６～１９

℃，４００，層で１５～１６℃，５００

加層で５～１０℃とイナンパＮ、樵以

北の海域に比べ７～９℃高くなってい
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5）イナンパＮＩｉ樵の漁場環境とキンメダイ浮上形態

（１）樵の形態

イナンパNII】樵はイナンパのＮⅡ１１．５kmに位置し，海図/ｌ６Ｂ１によると礁上は水

深５０８７７z’０（砂礫）とあって周囲は１０００ｍ以深である。また，静岡県水産試
２）

験場指導船天城丸の調査では礁上４５０ｍとある。１９６５年９月５０日，東京都水

産試験場大島分場指導船あずまが調査した結果を等深線図にまとめると，礁の一部は

図１５のようになる。漁場は主としてこの２５０ｍの最浅所を頂点として５００７７z以

浅の礁上，幅約１０００７〃前後に形成される。なお，釣獲試験中に礁上２０５７７Zを記

録した（図１４〃１）。
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図１５イナンパＮＢ礁の形態
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(2)キンメダイの浮上形態

イナンペＮＥ礁のキンメダイ一本釣漁業は礁上の最浅所で操業される。まず，魚群

探知機で最浅所を探索しながら潮上りし，潮下に漂流しながら釣獲する。

１９６５年９月５０日，夜間のキンメダイ浮上形態の時間的経過を魚群探知機で調

べた経過は次のとおりである。なお，魚群探知機の記録紙上に表われない２００ｍ以

浅については漁具による釣獲深度で補足説明する。

１８時２０分，日没後，礁上を原速（２５０７?Z／分）でＮＥ～ＳＷに横断すると樵

は鋭角で礁上２０７ｍ（図１４ｊ６:２の左），同じく礁上を潮上～潮下（８Ｗ～ＮＥ）

に漂流すると礁上２７０７?z，魚群は発見できない（図１４ｊｆ２の右〉。

２０時０５分，礁上を同じく原速で横断すると，礁上２２７７７Z（図１４４６;５の左)，

魚群は礁上に接し，魚群層は厚さ約４０７７Z，礁上を同じく漂流すると，浮上群が承ら

れ，その魚群層は厚さ１０～５０ｍであった（図１４。／Hi3の右）。

２０時５０分，礁上を同じく漂流すると，礁上２２５ｍ，これを過ぎると１凹所が

あって２６０，，次の高根は２５５ｍ，魚群は礁上凹所に接しているが，－部浮上し，

その厚さは５０ｍ以上である。釣獲はやや良好であった（図１４妬４の左）。

２０時５５分，礁上を同じく漂流すると，礁上２４７７７２，これを過ぎると１凹所が

あって２８０ｍ，魚群は礁上を離れて，その層の厚さは６０ｍ以上となる。釣獲は最

良であった（図１４．妬４の右）。

２５時１０分，礁上を同じく漂流すると，礁上２２４ｍ，魚群は沈下し始め，礁に

接してその層の厚さは４０ｍ以上となる。釣獲はやや不良となる（図１４蝿５）。

(3)礁上におげる水温および塩素量の分布

６６年９月２日，夜間キンメダイ釣獲試験の開始前と終了後の２回にわたって，各

層における水温および塩素量について調査を行なった（図１５）。

開始前（２０時５０分）と終了後（０５時４０分）の水温変動には特に著しい差異

はなく，その差は表層で約２℃である。また，各層水温ば２００ｍまでは急激に低下

するか（２８．５→１０．５℃），２００７１z以深では変動は少なく（１１．７→６２℃），

開始時と終了時の水温差は２００ｍ以浅では０～５℃，２００７７z以深ではＯ～1.5℃

であった。

水温の鉛直分･布について，礁上とその近傍地点とを比較すると，礦上においては，

上層と下層との水温差が大きい｡このことについては，種々の原因が考えられるが，

rｑ

９

③

可
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図１４／1ＩａｌイナソバＮＥ礁の形態

昭和４０年９月５０日１８時
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魚群は発見できず樵のみ記録
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//615 ２０時０５分礁上に浮上した魚群

完全に浮上した魚群（２）

２０時５５分

//5[４礁に接し浮上しはじめた魚群（１）

２０時５０分
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流れが礁と接することV亡より，深層の低温水の上昇や撹伴等があげられよう。

塩素量についてふると，全体の傾向としてば，表層は低〈（１８７６～１２０４ｑ/００)，

１００～１５０，層が最も高く（Ⅲ１４～１２１５q/〔)Ｏ），２００～２５０層は再

び低下し（１８．９９～１Ⅲ６０/００），５００，層では再び高目（１８９９～１２０８

０/６０)に向う。

開始前と終了後についてふると，表層において，その差は最も大きく（０２８q/００)，

１００～２５０ｍはほエ近似の値（Ｏ～００２０/〔)O)を示し，５０Ｍ層で０９０

q/００の差がふられる。１５Ｍ層では，開始前に高かったが’他の各層では終了時

が高い値を示していた,礁とその近傍地冒とを上轍すると,礁上では,や上低い値を

ｅ
◆

Ｐ

？

示し，また，

水温に）
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図１５操業時における水温および塩素量の垂直分布

●

(4)釣獲水深別魚体組成

キンメダイは浮上性があってよく浮上し，その魚体組成は同一漁場においては，浅

所では小きく，深所では大きいと経験的にいわれている。

ｲﾅﾝﾊﾟNE礁の調査日化6年９月5日)の浮上,魚群の厚さは約50~40m

である。この魚群の中に立繩を入れて漁獲したキンメダイを水深別にみると（図’６)，

１２５～１５０〃L層では上層に叉長５０cm以上の大型個体がふられ，下層では５０ｃｍ

前後の魚体である。また，７５～１５０，層では上層に叉長３０cmに近い個体がみら

れ，下層では５０cmを越える個体がふられるが，その差は僅かである。

－２８－
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図１６ 水層別の魚体組成

(5)浮上要因

キンメダイの夜間浮上は燈火によると漁業者は経験的にいうが，実際には，燈火の

有無にかよわらず，浮上の一因は食性にあると考えられる。

キンメダイの食性については先に述べたとおり，ハダカイワン類が４８．２％，チヒ

ロエピ類１５．５％，オキアミ類２１．０％，イカ類１４．０％である。ハダカイワン類は

昼間は海の中・下層に生息分布し，夜間は表層に浮上し，活発な鉛直日周回遊を行な
９）

う。オキアミ類もまた，日周変化を行ない，ＤＳＬの形成生物であるから，これらを

主餌料とするキンメダイが夜間，餌料生物を追って，浮上沈下することは食性上から

充分推定される。即ち，キンメダイも鉛直日周回遊を行なうと推定されるが，この点

については，今於，更に昼夜観察を行なって結論を得たい。

：
仏

了要約

１）キンメダイ科魚類は２属４種に分かれ，重要種はキンメダイで伊豆諸島全域に分布し，

ナンヨウキンメ，フウセンキンメは北部に，キンメダマシは南部に限定される。

２）主要漁場は８個所あり，北部に５個所，南部に５個所である。北部は'｣､型船，南部は大

型船によって操業される。

５）キンメダイの北部漁場における水揚量は冬季にピークがあり，年変動は大きく’１９４６，

５２，５６，，６５年には２０ｔ以上の水揚げがあった。単位漁獲量の年変動は激しく，１２

～２７ｔ,，平均１７lclである。一方，南部漁場における漁獲量は島外に水揚げされ，静岡

県下では６２年以降，毎年５００～９００ｔ，神奈川県下を合わせると６５，６６年に

円

－２９－



１，０００ｔ前後が水揚げされている。

４）キンメダイの生態と漁場環境

（１）漁場別叉長組成）

大島北部漁場は大型で４～５年魚，大島南部漁場は５年魚，ウドマ合せは２～５年

魚，イナンパＮＢ樵では昭和５７年に５～７年魚以上，４０年では４～５年魚，青ヶ

島Ｗ礁では６～７年魚以上で，漁場によって魚体の固定化がみられる。また，イナン

パＮＥ礁では魚体の小型化が承られ，乱獲の恐れがある。以上のことから，キンメダ

イは移動性に乏しい底魚といえる。

（２）産卵期と水温

ＫＧと卵径の季節的変動から，産卵期は７～９月で，盛期は８～９月と推定される。

産卵期の水温は２００，層で１２９～１４．１℃，５００ｍ層でス８～２８℃，４００

．，層で6.6～Ｒ９℃である。

（３）卵の形態と発生

卵は浮生分離卵，卵径は１．４２～１８５”，平均１．５７Ⅷ油球は１個で鮮澄色，

抽球径は０．２５４～０．２７５噸，平均０．２６１７１ｍである。１９℃前後で受精後８８時

間で孵化する。孵化稚魚の全長は２．１１m〃である。

（４）食性

胃内容物は魚類４８．２％，エビ類１５．５％，イカ類１４％，その他の大型のプラン

クトン２５．５％で，深海性魚類，エビ類が主である。

（５）標識放流

大島近海で１９０尾放流したが，再捕は皆無である。千葉県布良瀬放流の１尾がウ

ドマ合せで再捕されたことから，相模湾と伊豆諸島北部のキンメダイは一部交流のあ

ることが推定される。

(6)漁場環境

大島岡田における水揚量と水温との関係をみると年平均水温の低い年は水揚量が多

く，高い年では減少する。

漁場水温，即ち，キンメダイ棲息層の年間平均水温は５００”層で８～１２℃，

４００，層で６～１０℃，５００，層で５～６℃と水温差は少ない。

イナンパＮＥ礁の５００ｍ以浅の巾は約１ｋm前農で，最浅所は２０８ｍである｡漁

場は２５０ｍの浅所を中心とし，キンメダイの浮上で操業が開始される。２０時頃よ

；
ﾉ）

■
勺
一ｉ

Ａ
▲

Ｉ

Ｊ
◆
Ｊ

勺
●

－５０－



り礁上に集まり，魚群層は１０～６０ｍの厚さで，浮上沈下し，水深７０ｍまで浮上

する。夜ｉ湖の浮上沈下は主として飼料生物のハダカイワン類，エビ類，オキアミ類の

浮上沈下と関係があると考えられる。即ち，鉛直日周回遊を行なうと推定されるが，

今後，更に観察したい。

刑
‐
ハ
㈹
Ⅲ
咄
β
処
、

ｓ参考文献

ｔ今井克彦１９５７：駿河湾および相模湾産のＳｔｏ７７ｚｕａｆｏＭｅａについて，水産学

集成，東京大学出版会

２．静岡県水試１９５８～６６：キンメダイ資源調査，事業報告

５．Ａｂｅ・Ｔ１９５９：Ｎｅｗ，ＲａｒｅｏｒＵｎｃｏｍｍｏｎＦｉｓｈｅｓｆｒｏｍＪａｐａ－

ｎｅｓｅＷａｔｅｒｓ．Ⅶ、ＤｅｓｃｒｉｐｔｉｏｎｏｆａＮｅｗＳｐｅｃｉｅｓｏｆＢｃγｙｍ

ＪａｐａｎｅｓｅＪｏｕｒｎａｌｏｆｌｃｈｔｈｙｏｇｙＶｏｌ．Ⅶ，ノリ６３５／６

４‘東京都水試１９６１～６６：底棲魚類資源調査報告，１～７号（謄写）

５．〃１９６５～６７：漁海況予報事業報告書（昭和３９～４１年度），東京都

出版物通干１Ｍ１６８，１７４，１７９号

６．神奈川県水試１９６５：昭和５９年度キンメダイ資源調査（中間報告書），神水試資

料胴５５

ス〃１９６６：キンメダイ資源の漁況に関する研究－１（昭和４０年度経

過報告書），神水試資料胴５０

８大西慶一１９６６：キンメダイ人工孵化についての試玖，魚類学雑誌，第１４巻，

第１／５号

ｇ中井甚二郎・久保田正１９６６：ハダカイワン類の食性と消化管構造に関する二．三

の資料，東海大学紀要，海洋学部，第１号

１０神奈川県水試１９６８：キンメダイ資源調査研究の現状（謄写）

１１．〃１９６８：底魚資源調査試験連絡協議会資料（謄写）

ｎ勺

－５１



‘

宣都水産試験場調査胱究妥報６

３四

塔

ヨ曰胎木ロと

、上些行日ロ昭方ｕ４０幻

9Ｋ’百ＩＲＰ

Ｊ』

｡■|メ利ﾋﾞ


